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町長報告

小林町長

会期の検討を

瀬戸内国際
　　芸術祭2019

閉幕
◦９月19日　直島つり公園において、幼児学園

園児15人が、キジハタの稚魚３千尾を放流し
ました。

◦９月28日　宮浦ギャラリー六区の新展示《瀬
戸内「緑川洋一」資料館》お披露目会に出席
しました。

◦９月29日　瀬戸内国際芸術祭2019受入対策事
業の「河田美香ピアノパフォーマンス」、「津
軽三味線 THE LIVE」を鑑賞しました。

◦10月３日　敬老会を開催し、該当者518人の
うち153人が出席しました。

◦10月26日　「なおしま環境フェスタ2019」を
海の駅で開催し、約1000人の来場者に“見て、
ふれて、楽しく遊んで、エコについて考える
一日”を体験していただきました。

◦10月29日　モナコ公国アルベール二世殿下一
行が町内文化施設の視察に来町され、歓迎の
ご挨拶を申し上げました。

◦11月４日　瀬戸内国際芸術祭2019秋会期のお
見送りイベントとして、海の駅でつつじ太鼓
の演奏とともに観光客のお見送りをしました。

◦11月26日　東京都の三菱マテリアル㈱本社、
総務省及び国土交通省等を訪問しました。

（主なもの）

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

�
２
０
１
９
の
総
括

Q
（
山
上
）
今
回
の
瀬

戸
芸
全
会
期
を
通
し

て
の
感
想
は
。

A
（
町
長
）
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
と
春
会

期
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ

り
、開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

主
な
質
疑

部
の
市
町
の
み
で
、
直
島
町

は
実
施
し
な
い
と
聞
い
て
い

る
が
。

A
（
町
長
）
以
前
、
製

錬
所
の
炉
か
ら
採
火

し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
日

程
が
お
盆
と
な
る
こ
と
か
ら

時
期
的
に
難
し
い
と
考
え
た
。

四
国
財
務
局
実
地
検
査

Q
（
浜
口
）
対
象
事
業

と
指
摘
事
項
は
。

A
（
町
長
）
対
象
は
、

公
共
下
水
道
事
業
、

小
・
中
学
校
空
調
機
設
置
工

事
な
ど
で
、
特
に
指
摘
事
項

は
な
か
っ
た
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
本
社
訪
問

Q
（
小
野
）
マ
テ
リ
ア

ル
本
社
訪
問
の
際
、

今
後
の
製
錬
所
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
何
か
話
が
あ
っ
た

の
か
。

A
（
町
長
）
直
島
製
錬

所
が
核
と
な
る
こ
と

は
今
後
も
変
わ
ら
ず
、現
在
、

中
間
処
理
施
設
の
建
屋
の
利

用
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

敬
老
会
の
今
後
に
つ
い
て

Q
（
山
上
）
参
加
者
が

減
少
し
て
い
る
。
対

象
年
齢
を
見
直
し
、
今
年
度

で
解
散
す
る
婦
人
会
に
お
願

い
し
て
い
た
お
手
伝
い
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
対
象
年
齢

に
つ
い
て
は
、
来
年

度
も
現
状
の
ま
ま
で
実
施
す

る
。
ま
た
、
婦
人
会
の
代
わ

り
は
職
員
で
対
応
す
る
。

宇
高
航
路
廃
止
の
影
響

Q
（
松
島
）
12
月
15
日

を
も
っ
て
宇
高
航
路

は
廃
止
と
な
る
が
、
町
と
し

て
の
考
え
は
。

A
（
町
長
）
少
し
は
影

響
が
あ
る
と
思
う

が
、
直
島
町
は
存
続
の
た
め

の
協
議
会
に
加
入
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
火

Q
（
小
野
）
岡
山
県
は

全
市
町
村
で
実
施
す

る
方
向
だ
が
、
香
川
県
は
一

ますますお元気で

「また来てね」瀬戸芸お見送り
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案ができ次第
検討したい

保護者に
呼びかけては

◦９月17日　人権教育講演会が開催され、参加
しました。

◦９月19日　幼小中合同研修会が開催され出席
しました。外国語活動を通して相手のことを
考え協力しようとする態度を育てることを目
的に、英語を使って楽しく乗り物ごっこ遊び
をしました。

◦10月７日　幼小中合同避難訓練が実施され参
加しました。

◦10月15日　玉野市教育委員会の教育長他が、
英語教育の視察に来られました。

◦10月24日　小学校で英語教育の研究授業が開
催され出席しました。

◦10月31日　東京オリンピック聖火リレーの打
ち合わせを香川県警他と行いました。

◦11月６日　中学３年生の一日議会体験学習が
開催され出席しました。

◦11月10日　水泳教室が開催され出席しまし 
た。

（主なもの）

呼
び
か
け
を
し
て
は

Q
（
西
岡
）
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
ゲ
ー
ム

依
存
や
児
童
の
誘
拐
事
件
等

が
起
き
て
い
る
が
、
保
護
者

に
何
か
呼
び
か
け
を
し
て
は
。

A
（
教
育
長
）
県
議
会

で
い
ろ
い
ろ
検
討
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
県
の
案

が
で
き
次
第
、
そ
れ
を
も
と

に
教
育
委
員
会
で
も
検
討
し

た
い
。 主

な
質
疑

教育長報告

鴨井教育長

夜
間
中
学
校
・

�
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
と
は

Q
（
山
上
）
夜
間
中
学

校
・
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ

ン
ク
依
存
に
つ
い
て
説
明
を
。

A
（
教
育
長
）
夜
間
中

学
校
に
つ
い
て
は
、

県
が
調
査
し
て
い
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
必
要
性
は
低
い
。

　

エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
と

は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
入
っ
て

い
る
飲
み
物
で
、
体
に
害
が

あ
る
ら
し
い
。
子
ど
も
た
ち

が
ど
の
く
ら
い
飲
ん
で
い
る

か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て

確
認
し
た
い
。

中
学
生
の
参
加
は

Q
（
松
島
）
戦
没
者
追

悼
式
に
中
学
生
の
参

加
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
社
会
科

の
授
業
で
十
分
学
ん

で
お
り
、
参
加
は
ど
う
か
と

の
意
見
が
で
て
い
る
。

こ
こ
な
ら
大
丈
夫

Q
（
宮
原
）
避
難
訓
練

で
津
波
を
想
定
し
た

誘
導
や
場
所
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
幼
児
学

園
西
側
の
空
き
地
は

高
い
所
に
あ
る
の
で
、
そ
こ

を
避
難
場
所
と
し
て
お
り
、

避
難
時
間
も
十
分
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ど
の
年
代
の
人
が

�

参
加
し
た
の
か

Q
（
小
野
）
新
体
力
テ

ス
ト
で
参
加
し
た
各

年
代
と
、
新
ス
ポ
ー
ツ
に
は

ど
ん
な
種
目
が
あ
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）新
ス
ポ
ー

ツ
は
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
で
行
っ
て
い
る
種
目

を
と
り
入
れ
て
い
る
。
年
代

は
、
下
は
６
歳
か
ら
上
は
72

歳
の
人
が
参
加
し
た
。

リ
レ
ー
現
場
の

�

安
全
確
保
を
協
議

Q
（
山
下
）オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
の
打

ち
合
わ
せ
の
内
容
は
。

A
（
教
育
次
長
）
現
場

の
安
全
確
認
や
、

フ
ェ
リ
ー
が
着
く
と
大
型
の

ト
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
く
る
の

で
、
実
施
時
間
等
の
協
議
を

し
た
。

幼小中合同避難訓練
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　11月18・19日に合同 常任委員会を開催し、議会
閉会中の継続調査案件や各 課からの現状・事業等の報
告を受け、議論を交わしま した。
　主なもののみ報告します。

総 

務
・
文 

教
山上 委員長

大規模災害
� に備えを

〔
総
務
課
〕

消
防
団
第
２
分
団
優
勝

　

９
月
８
日　

香
川
県
消
防

操
法
大
会
に
て
第
２
分
団
が

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

�

２
０
１
９
秋
会
期

　

９
月
28
日
か
ら
11
月
４
日

ま
で
の
間
で
開
催
さ
れ
、
最

終
日
に
は
、
海
の
駅
で
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。Q

　

春
・
夏
・
秋
会
期

を
通
し
て
の
来
島
者

数
は
。

A
　

延
１
０
７
日
間
で

30
万
３
７
７
８
人
で

あ
り
、
前
回
よ
り
約
５
万
人

増
加
と
な
っ
た
。

Q
　

今
回
人
気
の
あ
っ

た
旧
堺
谷
邸
「
水
」

の
瀬
戸
芸
後
の
展
示
は
。

A
　

今
の
段
階
で
は
、

何
も
決
ま
っ
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
）

　

４
回
目
の
瀬
戸
芸
も
無
事

閉
幕
し
た
が
、
観
光
客
の
マ

ナ
ー
対
策
や
各
港
で
の
誘
導

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

次
回
に
向
け
て
改
善
で
き
る

よ
う
実
行
委
員
会
で
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

町
営
バ
ス
４
０
０
万
人
達
成

　

10
月
28
日　

４
０
０
万
人

目
の
乗
客
に
記
念
品
を
贈
呈
。

移
住
希
望
者
向
け
情
報
発
信
サ
イ
ト

�

直
島
カ
ラ
ー
ズ

Q
　

サ
イ
ト
の
利
用
状

況
と
内
容
は
。

A
　

空
き
家
情
報
に
つ

い
て
借
り
た
い
人
の

登
録
は
依
然
多
く
、
ま
た
空

き
家
物
件
も
少
し
ず
つ
増
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
サ
イ
ト
内
に
は
求

人
情
報
も
あ
り
、
個
人
事
業

者
で
も
掲
載
可
能
で
あ
る
。

〔
税
務
課
〕

10
月
末
現
在
の

�

収
納
状
況
に
つ
い
て

Q
　

法
人
町
民
税
が
減

収
し
て
い
る
が
。

A
　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

の
業
績
に
よ
る
も
の

で
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
）

　

滞
納
額
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
、
差
し
押
さ
え
を
視

野
に
入
れ
努
力
し
て
ほ
し
い
。

〔
教
育
委
員
会
〕

海
外
研
修
事
業

○
８
月
17
日
か
ら
26
日

　

４
人
の
中
高
生
が
イ
ギ
リ

ス
で
研
修
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
行
っ
た
。
帰
国
後
の
報
告

会
で
は
、
ま
た
ぜ
ひ
行
き
た

い
と
前
向
き
な
意
見
が
あ
っ

た
。

教
育
文
化
祭

11
月
２
・
３
日

　

出
品
作
品
数

 

１
０
７
０
点

　

来
場
者
数 

１
０
９
２
人

保
育
教
諭
の
募
集

Q
　

来
年
度
の
職
員
募

集
を
し
て
い
る
が
そ

の
状
況
は
。

A
　

10
月
10
日
に
来
年

度
の
入
園
申
し
込
み

を
締
め
切
り
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
全
国
的
な
不
足
か

ら
応
募
が
な
く
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
積
極
的
に
近
隣

大
学
な
ど
に
声
か
け
を
行
う

な
ど
し
、
確
保
に
努
め
て
い

る
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

11
月
10
日　

ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の

寺
川
綾
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
水
泳
教
室
を
開
催
し
79

人
が
参
加
。

優勝おめでとう！

これからも利用してね

メダリストと水泳教室

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

（
委
員
か
ら
）

　

千
葉
県
で
の
台
風
被
害

で
、
罹
災
証
明
書
発
行
業
務

の
遅
延
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

本
町
で
も
同
様
の
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
普
段

か
ら
職
員
の
研
修
を
実
施

し
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
準
備
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
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　11月18・19日に合同 常任委員会を開催し、議会
閉会中の継続調査案件や各 課からの現状・事業等の報
告を受け、議論を交わしま した。
　主なもののみ報告します。

小野 委員長

経 

済
・
民 

生

飲料水対策
� 完了

大きくなってね

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（ 

平
成
31
年
４
月

か
ら
令
和
元
年

10
月
）

○
外
来

 

延
９
２
６
２
人

○
入
院

 

延
５
８
２
人

○
短
期
入
所

 

　

延
49
人

○
時
間
外
救
急

 
延
２
９
５
人

○ 

泌
尿
器
科
外
来

 

延
１
７
６
人

今
回
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

�

事
業
の
報
告
を
受
け
る

○ 
夏
季
見
舞
金
を
46
人
に
配

布
○  

子
育
て
世
代
交
流
事
業
で

は
保
護
者
、
子
ど
も
た
ち

合
計
１
０
１
人
が
利
用

○  

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は

月
間
延
79
人
が
利
用

○  

福
祉
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
２
１

５
２
人
が
利
用

○  

福
祉
有
償
運
送
事
業
で
10

月
の
利
用
件
数
は
１
０
２

件
（
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
）

○ 

入
所
者 

63
人

（
直
島
げ
ん
き
）

○ 

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

 

３
人

○  

高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
入

居 

４
室

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

８
月
26
日　

エ
コ
ア
イ
ラ

ン
ド
な
お
し
ま
推
進
委
員

会
○ 

９
月
15
日　

豊
島
廃
棄
物

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

○ 

９
月
18
日　

チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
球
根
を
配
布

○ 

10
月
26
日　

環
境
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
を
開
催

い
つ
で
も
利
用
可
能

　

ダ
ム
下
の
浄
水
場
に
造
ら

れ
て
い
た
飲
料
化
施
設
の
工

事
は
完
了
し
、
い
つ
で
も
飲

料
水
と
し
て
利
用
可
能
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○ 

９
月
19
日　

つ
り
公
園
で

幼
児
学
園
児
と
キ
ジ
ハ
タ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

○ 
10
月
18
日　

四
国
地
方
治

水
大
会
が
高
松
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

○ 

10
月
23
日　

四
国
港
湾
協

議
会
意
見
交
換
会
が
都
道

府
県
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
国
土
交

通
省
他
を
訪
問
し
ま
し
た
。

○ 

10
月
24
日　

経
済
と
く
ら

し
を
支
え
る
港
づ
く
り
全

国
大
会
が
砂
防
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

つ
り
公
園
の

�

修
繕
計
画
案
を
聞
く

　

つ
り
公
園
の
今
後
に
つ
い

て
、
執
行
部
よ
り
修
繕
計
画

案
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
議
員
協
議
会
を
開
催
し

て
、
議
員
の
意
見
を
集
約
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

完了した飲料化施設

今から放流

来
年
度
も
継
続

　

泌
尿
器
科
外
来
は
、
来
年

度
も
継
続
し
た
い
。

風
疹
の
抗
体
検
査
・

�

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

　

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
風
疹
抗
体
検
査
は
７
人
、

接
種
は
３
人
が
受
け
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○ 

９
月
８
日　

健
康
福
祉
ま

つ
り

○
10
月
３
日　

敬
老
会

○ 

10
月
９
日　

民
生
・
児
童

委
員
協
議
会

○ 

11
月
13
日　

敬
老
社
会
見

学
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一 般 質 問

松島 議員

町長に 問う
質問者の責任において 作成しています

　

豊
島
産
廃
事
業
は
10
年
余

を
経
て
、
直
島
事
業
に
つ
い

て
は
終
了
し
た
。

　

こ
れ
を
町
史
の
記
録
と
町

民
の
記
憶
に
残
す
目
的
で
記

念
の
事
業
を
実
施
の
う
え
、

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

残
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
町

民
有
志
の
声
が
あ
る
。
被
害

　

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
を
見
た

と
言
う
方
も
多
く
、
海
か
ら

垂
水
の
浜
辺
に
上
陸
し
て
い

る
姿
を
目
撃
し
た
方
も
複
数

い
る
。
徐
々
に
イ
ノ
シ
シ
が

増
え
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

歩
い
て
い
る
人
や
自
転
車

の
人
た
ち
が
、
暗
い
夜
道
で

イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
た
ら
と

思
う
と
、
本
当
に
怖
い
こ
と

だ
。

　

例
え
ば
直
島
石
油
店
か
ら

上
が
っ
て
、
セ
ル
フ
う
ど
ん

店
に
降
り
て
い
く
追
出
２
号

〔
町
長
〕
設
置
は
必
要
な
い

〔
町
長
〕
設
置
を
進
め
た
い

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

町
民
の
安
全
の
た
め
街
灯
を

地
で
あ
る
豊
島
は
福
武
財
団

に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
の
島
へ

と
再
出
発
を
開
始
し
て
い
る
。

　

直
島
事
業
の
終
結
を
機
会

に
事
業
主
体
で
あ
る
香
川
県

と
実
施
主
体
の
直
島
町
と
直

島
を
本
拠
と
し
て
豊
島
直
島

の
両
島
に
係
わ
る
福
武
財
団

の
３
者
に
よ
る
記
念
事
業
を

線
に
は
街
灯
が
少
な
く
、
暗

い
町
道
に
多
数
の
イ
ノ
シ
シ

が
出
没
し
て
お
り
、
子
ど
も

を
も
つ
父
兄
の
方
が
心
配
し

て
い
る
実
情
も
あ
る
。
街
灯

が
あ
れ
ば
イ
ノ
シ
シ
を
確
認

で
き
、
何
ら
か
の
対
応
が
で

き
る
と
い
う
声
も
あ
る
。

　

ま
た
、
他
の
町
道
に
も
同

様
の
箇
所
が
多
く
あ
る
と
思

わ
れ
、
各
自
治
会
と
相
談
・

調
査
を
し
、
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
街
灯
を
設
置
し
、

イ
ノ
シ
シ
か
ら
身
を
守
る
一

西岡 議員

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
製
錬
所
内

の
処
理
建
屋
は
一
部

残
存
の
う
え
再
活
用
さ
れ

る
。
こ
れ
を
記
念
の
シ
ン
ボ

ル
と
考
え
て
い
る
。
豊
島
で

の
水
処
理
も
継
続
中
で
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
は
必
要

な
い
。

Q
　

記
念
事
業
は
例
え

ば
①
役
場
か
ら
本
村

港
間
の
メ
イ
ン
道
路
の
無
電

柱
化
事
業
②
家
プ
ロ
ゾ
ー
ン

の
道
路
カ
ラ
ー
舗
装
化
（
豊

島
由
来
の
素
材
活
用
）
な
ど

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
敷
石
布

設
な
ど
家
プ
ロ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

A
　

種
々
の
提
案
で
あ

る
が
、
当
面
そ
れ
等

に
関
す
る
事
業
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

（
松
島
）
種
々
の
判
断
も
あ

ろ
う
か
と
思
う
が
、
豊
島
事

つ
の
手
段
と
し
て
、
町
民
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に
町
道

に
街
灯
を
増
設
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。

A
（
町
長
）
街
灯
の
設

置
状
況
だ
が
、
現
在

４
９
９
灯
設
置
し
て
お
り
、

毎
年
、
数
カ
所
ず
つ
増
設
し

て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
蛍

光
灯
か
ら
よ
り
明
る
い
Ｌ
Ｅ

Ｄ
球
へ
交
換
も
し
て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
関
し
て
は
、

町
で
駆
除
を
行
っ
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
多
く
の
目
撃
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ワ
ナ

に
よ
る
駆
除
の
ほ
か
、
イ
ノ

シ
シ
に
遭
遇
し
た
場
合
の
対

処
法
を
、
ふ
れ
あ
い
通
信
な

お
し
ま
で
周
知
す
る
な
ど
、

各
自
で
の
安
全
対
策
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
根
本
的
な

解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

町
が
設
置
す
る
街
灯
は
、

防
犯
を
主
な
目
的
と
し
て
設

置
す
る
も
の
だ
が
、
イ
ノ
シ

シ
か
ら
町
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
を
守
る
た
め
、
で
き

る
限
り
の
対
応
を
行
い
た
い

と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て

の
地
区
に
街
灯
を
設
置
す
る

に
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
要
望
の
あ
る

現
地
等
を
確
認
し
、
設
置
し

た
場
合
の
効
果
、
ま
た
、
周

辺
へ
の
影
響
を
総
合
的
に
判

断
し
、
街
灯
の
設
置
を
進
め

た
い
と
考
え
る
。

業
の
全
て
が
完
了
し
た
段
階

で
住
民
の
方
々
の
意
見
も
意

識
し
た
う
え
で
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

街灯が少ない町道
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一 般 質 問

山下 議員

町長に 問う
質問者の責任において 作成しています

　

薄
暮
か
ら
一
気
に
暗
く
な

る
夕
刻
に
下
校
す
る
中
学
生

は
、
制
服
が
濃
色
の
た
め
目

立
た
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

見
え
に
く
く
大
変
危
険
。
反

射
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
下
校

時
に
身
に
つ
け
る
ル
ー
ル
を

作
り
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
小
中
学
校

の
校
長
先
生
等
か
ら

〔
町
長
〕
配
布
し
て
交
通
安
全
に
努
め
る

下
校
時
の
生
徒
に
反
射
グ
ッ
ズ
を

意
見
を
聞
き
、
対
策
を
検
討

し
た
。
駐
在
所
か
ら
も
各
種

反
射
グ
ッ
ズ
を
保
管
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
昨
年
11

月
以
降
小
学
生
に
は
ラ
ン
ド

セ
ル
と
靴
の
か
か
と
に
、
中

学
生
に
は
バ
ッ
グ
に
付
け
る

反
射
シ
ー
ル
が
配
布
さ
れ
て

い
る
。よ
り
目
立
つ
タ
ス
キ
・

バ
ン
ド
の
何
れ
か
を
配
布

し
、
児
童
・
生
徒
の
交
通
安

全
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
町

　

11
月
19
日
、
常
任
委
員
会

で
執
行
部
よ
り
説
明
の
あ
っ

た
修
繕
計
画
案
に
つ
い
て
、

同
日
、議
員
協
議
会
を
開
き
、

つ
り
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

協
議
し
、
議
会
の
総
意
を
文

書
で
町
長
に
報
告
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

○ 

現
在
の
町
財
政
状
況
の
な

か
で
、
他
に
優
先
し
て
実

施
す
べ
き
事
業
も
多
く
あ

反射グッズの数かず

松
く
い
虫
被
害
を
最
小
限
に

　

最
近
、
松
の
木
が
赤
く

な
っ
て
い
る
の
が
多
々
見
受

け
ら
れ
る
。
松
く
い
虫
の
被

害
か
と
思
わ
れ
る
が
放
置
し

て
お
く
の
は
心
配
だ
。
幼
児

学
園
・
小
学
校
の
裏
山
も
小

さ
い
も
の
が
赤
く
な
っ
て
い

る
。
町
全
体
の
山
を
予
防
す

る
の
は
無
理
と
し
て
も
、
観

光
客
や
町
民
の
目
に
つ
く
場

所
だ
け
で
も
守
る
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
現
在
、
松

く
い
虫
対
策
事
業
と

し
て
樹
幹
注
入
と
被
害
木
処

理
を
実
施
し
て
い
る
。
樹
幹

注
入
は
、
防
除
効
果
が
約
５

年
間
の
薬
剤
を
町
内
５
地
区

で
実
施
し
て
お
り
、
９
月
末

に
行
っ
た
調
査
で
は
被
害
は

殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
５
地
区

以
外
で
は
順
次
、
被
害
木
処

理
を
実
施
し
て
い
る
。
松
林

は
景
観
の
保
全
・
山
地
被
害

の
防
止
や
水
源
の
涵
養
な

ど
、
森
林
の
多
面
的
機
能
に

貢
献
し
て
い
る
。
今
後
も
被

害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
い

く
所
存
だ
。

民
の
方
々
に
は
ふ
れ
あ
い
通

信
や
広
報
紙
で
周
知
を
行

い
、
な
お
一
層
努
め
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
予
定
だ
。

臨
時
議
会

◦
契
約
方
法

 

指
名
競
争
入
札

◦
契
約
金
額

 

２
億
３
０
６
万
円

　

11
月
11
日
、
臨
時
議
会
を

開
催
し
、
工
事
請
負
契
約
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
直
島
港
本
村

（
-5
ｍ
）
岸
壁
改
修
工
事

工事予定箇所

大きな被害を受けたつり公園

◦
契
約
の
相
手
方

 

タ
チ
バ
ナ
工
業
㈱

◦
工　
　

期

　

 

町
指
定
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
31
日

つ
り
公
園
の
今
後
を
協
議

り
、
採
算
性
か
ら
考
え
て

も
、
つ
り
公
園
が
多
額
の

投
資
を
し
て
修
繕
再
開
す

る
施
設
で
あ
る
と
は
思
え

な
い
。

○ 
再
開
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

多
額
の
修
繕
が
必
要
な
法

面
か
ら
は
立
入
禁
止
に
し

て
、
砂
浜
か
ら
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
及
び
小
割
、
渡
船
石

積
み
ま
で
と
し
て
、
入
園

料
の
み
か
無
料
で
１
年
間

程
度
運
営
を
行

い
、
様
子
を
見

た
う
え
で
、
存

続
・
廃
止
の
判

断
が
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

○ 

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

は
、
民
間
委
託

や
塩
工
場
と
合

わ
せ
て
活
用
す

る
な
ど
方
法
の

変
更
も
必
要
で

あ
る
。
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人
　
事

委
員
の
み
な
さ
ん

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
選
挙
に
よ
り
、

次
の
４
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
元
年
12
月
25
日
か
ら
令
和
５
年
12
月
24
日
ま
で
の

４
年
間

花岡�鶴美 氏

堀口�佳章 氏

藤本�伸幸 氏

小山�公望 氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
４
氏
を
選
出

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
議
員
が
以
前
に
一
般
質
問
や
委
員
会
で
質
問
し
た
問
題
が
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
か
追
跡
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

朝
一
番
の
高
速
船
を
通
学
の
補
助
対
象
に

　

高
速
船
に
は
定
期
券
が
な
い
た
め
船
賃

は
、
定
期
券
を
持
っ
て
い
て
も
毎
日
１
２
２

０
円
を
払
っ
て
通
学
し
て
い
る
。
朝
一
番
の

高
速
船
も
通
学
高
校
生
の
た
め
に
配
慮
し
て

も
ら
い
た
い
。

�

（
令
和
元
年
６
月
特
別
委
員
会　
山
上
議
員　
井
下
議
員
）

　
町
長
か
ら
も
指
摘
が
あ
り
、
検
討
中
だ
。

�

（
四
国
汽
船
社
長
）

　

ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
が
、
不
公
平
に

な
ら
な
い
よ
う
考
え
た
い
。�

（
小
林
町
長
）

　

６
時
45
分
発
の
高
速
船
が
で
き
、
県
内
で

通
学
で
き
る
高
校
の
範
囲
が
広
が
っ
た
。
し

か
し
、
高
速
船
の
船
賃
は
補
助
対
象
外
だ
。

通
学
高
校
生
の
保
護
者
に
は
大
き
な
負
担

だ
。
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ほ

し
い
。�

（
令
和
元
年
９
月
定
例
会　
山
下
議
員
）

　
高
等
学
校
生
徒
通
学
航
路
費
等
補
助
金
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正（
専
決
処
分
）

の
報
告
が
あ
り
、
議
員
全
員
賛
成
で
承
認
し

た
。�

（
令
和
元
年
11
月
臨
時
会
）

答
　
弁

答
　
弁

経
　
過

経
　
過

結
　
果

　
高
校
の
通
学
範
囲
拡
大
を
図
る
た
め
、

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
高
松
行
き
朝

一
番
の
高
速
船
も
定
期
券
を
提
示
す
れ

ば
６
１
０
円
で
乗
船
で
き
、
一
部
の
高

校
が
補
助
の
対
象
に
な
っ
た
。

一部補助対象になりました
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研 修 記

移住者の
受け入れ対策を聞く

　

こ
の
度
、
福
武
財
団
か

ら
「
直
島
以
外
の
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
で
ア
ー
ト
展

開
を
し
て
い
る
島
を
視
察

し
て
は
ど
う
か
」
と
の
案

内
を
い
た
だ
き
、
10
月
15

日
、
町
長
他
執
行
部
と
犬

島
・
大
島
・
男
木
島
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
犬

島
。
犬
島
は
岡
山
市
唯
一

の
有
人
離
島
で
、
三
分
一

博
志
氏
が
銅
精
錬
所
の
遺

構
を
保
存
再
生
し
、
建
築

し
た
美
術
館
で
す
。

　

館
内
に
日
本
の
近
代
化

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
三
島

由
紀
夫
氏
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
柳
幸
典
氏
の
作
品
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
植
物
の
力

を
利
用
し
た
高
度
な
水
質
浄

き
家
を
活
用
し
た
数
々
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
大
島
。
全
国

に
13
カ
所
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
の
一
つ
で
、
こ
の
島

で
生
き
て
き
た
人
た
ち
が
助

け
合
い
、
支
え
合
っ
た
作
品

を
通
し
て
、
入
所
者
が
感
じ

て
き
た
苦
し
み
や
悲
し
み
を

知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
歴
史
と
現
実
を
次
の

世
代
へ
と
伝
え
る
こ
と
が
、

大
島
の
も
つ
意
味
で
あ
り
、

入
所
者
の
思
い
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

視
察
の
最
後
は
男
木
島
。

男
木
島
は
平
地
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
傾
斜
地
に
民
家
が
建

ち
、
数
多
く
あ
る
空
き
家
を

利
用
し
て
ア
ー
ト
展
開
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
港
に
入
る
と
す
ぐ

に
大
き
な
タ
コ
ツ
ボ
の
作
品

が
目
を
引
き
ま
し
た
。
ま
た

「
男
木
島
の
魂
」
は
、
ス
ペ

イ
ン
を
代
表
す
る
世
界
的
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ジ
ャ
ウ
メ
・

プ
レ
ン
サ
氏
の
作
品
が
訪
れ

た
観
光
客
を
温
か
く
包
ん

で
く
れ
ま
す
。

　

視
察
後
に
、
男
木
島
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
自
治
会
長
の
福
井
大

和
氏
か
ら
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
対
策
等
、
こ
れ
か

ら
の
島
の
役
割
の
あ
り
方

に
は
、
地
域
・
行
政
・
学

校
の
連
携
が
大
切
だ
と
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

変
参
考
に
な
る
話
を
伺

い
、帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

 

（
西
岡　

記
）

犬島精錬所

こえび隊から説明を聞く（大島）

「男木島の魂」の前にて

化
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、「
遺
産
・

建
築
・
ア
ー
ト
」

に
よ
る
循
環
型
社

会
を
意
識
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
犬
島
は

直
島
と
同
じ
く
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
島
内
の
空
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　11月６日、第36回中学３年生１日議会が開催されました。
　22の質問で町政を問いました。
　再質問もあり、有意義な議会体験となりました。
　皆さんに感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上６人の生徒の文を紹介します。

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記

全て納得のいく返答ばかり

あのイスに座って討論したい

発言の重みを感じた

　今回は、貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。
　僕は、町に自ら意見を伝えられるといううれしさから、再質問で何を言うかなどを、
入念に考えました。また、僕は町に対する意見が二つあり、答えてもらえるかどうか心
配でしたが、教育次長さんと町長さんが、くわしく今の状況や町民の声なども交えなが
ら答えてくれました。その他にも、再質問で何度も問いましたが、全て納得のいく返答
ばかりで、感心させられました。その他の各課長さんたちも、僕のたくさんある質問を
真剣に、そして、丁寧に聞いてくださり、ありがとうございました。
　町の今の状況などを知れる有意義な時間でした。
　この議会体験を心に刻み込み、これから直島町で生活したいと思います。

　先日の、１日議会体験では貴重な体験をさせて頂いたことで様々なことを学ぶことが
でき、とても大切な一日となりました。
　その中で、僕は二つのことで驚きました。一つ目は、議会を開くにあたって執行部の
皆さんは大量の資料を参考に経済の観点や法的な観点、直島でくらす人々の意見などを
調べてくれるのも驚きました。他にも実際に電話して頂いたり実際に現場に行って調査
などをして頂いていることが、みなさまからの説明で伝わりました。僕達にそれだけ真
剣に対応しているのが理解できてとてもうれしかったです。
　だから僕も大人になったら、あのイスに座って討論できるようになりたいと思います。

　先日は、１日議会体験を開催してくださり、ありがとうございました。私は議長と議員
の二つの役職を体験させていただきました。
　議長の立場に立ってみると、間をとるタイミングやしゃべるスピードが非常に難しいと
感じました。
　私たちに、正確な答弁をするために、調査をしていただいたうえ、中学生の私たち全員
が理解しやすく丁寧な答弁をしてくださったことに驚きました。いつも議員さんが行って
いる仕事は、よい緊張感に包まれており、あの場所で発言する責任の重みも感じました。
　今回の体験で町のみなさんがどれだけ町民のことを考えているかが身に沁みて分かりま
した。
　貴重な体験をさせていだき本当にありがとうございました。

芝原�秀啓�君

立石�沙亜歩�君

橋本�謙伸�君
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意見の言えた貴重な体験

議会っておもしろいな

ゆっくり、はっきりを心がけた

　先日は１日議会体験をさせていただき、ありがとうございました。
　私は道路のことについて質問をしました。すると建設経済課長さんがとても具体的に、
どのような対処をしているのか答弁してくださりました。私の質問だけでなく全ての質
問に対して丁寧な答弁をされていたので、１回の議会でたくさんの人が関わっているの
だなと感じました。
　直島町に対して質問をすることはとても緊張しましたが、自分の意見を言うことので
きる貴重な体験だったと思います。
　議員さんや議長さんが普段している仕事の一つ一つが本当に大変で、住みやすい町を
つくるのはとても難しいことだと思いました。
　今回の体験から町に求めるだけではなく、自分達に出来ることをすることが大切だと
思いました。

　この度は、議会体験を開催していただき、ありがとうございました。私はこの議会体
験で「議会っておもしろいな」と感じました。それは、たくさんの議員の質問について
考えることができたからです。自分の考えが行き届いていないような内容の質問もあり、
様々な意見を聞くことができました。答弁される方々も法律を調べたり、質問の中にあ
る企業に問い合わせていたりと議会までに全て丁寧に調査し、考えてくださっているこ
とが分かりました。今回の体験で町のことなど新たにたくさんのことを知ることができ
ました。
　私が議員になったり、課長になったりしない限り、もう議会を経験することはありま
せんが、中学生の視点で議会に参加できたことはとても良い経験になりました。こんな
に貴重な体験をさせていただきありがとうございました。

　今回、１日議会体験で議長をさせていただきありがとうございました。
　議長として議会全体の流れを確認しながら進めることはもちろんのこと、皆さんが聞
き取りやすいようにゆっくり、はっきりとした声でしゃべれるよう心がけました。改め
て議長さんや議員さんのすごさを実感しました。
　私が議員として質問したことはイノシシ対策についてでした。質問に対してとても具
体的に、そして丁寧に説明していただきました。
　大勢の方がいる中で一般質問や議長をすることは緊張しましたが、町のためにしっか
り考えてきたことを伝えることができました。
　これからは町のために何ができるか考えながら生活したいと思います。
　貴重な体験をさせていただき、誠にありがとうございました。

中林�由芙�さん

大谷�歩美�さん

近藤�由記�さん
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

オ
リ
オ
ン
座
が
夜
空
に

見
え
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
そ

れ
ぞ
れ
漢
字
で
一
字
、
ひ

ら
が
な
で
二
字
、
英
語
で

も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
各

六
字
。
ま
た
期
間
も
三
カ

月
位
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
近
年
、
春
夏

秋
冬
の
各
三
カ
月
が
変

わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
は
温
暖
化
の
た
め
か
、

台
風
の
大
型
化
、
多
量
の

雨
と
い
う
異
常
気
象
が
多

い
こ
と
か
ら
、
春
と
秋
は

二
カ
月
ず
つ
、
夏
と
冬
は

各
四
カ
月
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。
今
年
は
災
害
の
な
い

年
で
あ
る
よ
う
に
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

本
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
、
し
か
も
一
九
六
四

年
以
来
の
東
京
開
催
。
楽

し
み
の
年
で
す
。
今
年
も

ま
た
、
一
年
後
の
結
果
は

恐
れ
ず
、
一
日
一
歩
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
宮
原　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
井
下　

良
雄

委
員
長
　
山
下　

玲
子

副
委
員
長
　
小
野　

孝
一

委
　
員
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　

本
村
港
近
く
を
歩
い
て
い

る
と
、
何
や
ら
色
と
り
ど
り

の
美
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑
貨

が
飾
ら
れ
て
い
る
古
民
家

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の

は
本
村
で
「
ア
ト
リ
エ　

ミ
ッ
タ
」
を
営
む
山
西
利
恵

さ
ん
で
す
。

Ｑ　
山
西
さ
ん
、
今
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
早

速
で
す
が
、
い
つ
頃
直
島
に

来
ら
れ
ま
し
た
か
。
き
っ
か

け
は
。

山　
平
成
29
年
５
月
で
す
。

都
内
で
引
っ
越
し
先
を
探
し

て
い
ま
し
た
が
、
見
つ
か
ら

ず
悩
ん
で
い
た
時
、
以
前
か

ら
知
り
合
い
だ
っ
た
く
ら
や

さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ　
出
身
は
。
直
島
に
来
ら

れ
る
前
は
ど
ち
ら
で
何
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
。

山　
高
松
市
で
す
。
高
校
ま

で
高
松
で
、
東
京
の
短
大
に

進
学
し
ま
し
た
。

　

代
々
木
の
古
い
長
屋
を
借

り
、
雑
貨
店
を
営
ん
で
い
ま

し
た
。

Ｑ　
直
島
に
住
ん
で
の
感
想

は
。

山　
空
に
包
ま
れ
、
海
に
囲

ま
れ
、
自
分
本
来
の
歩
幅
を

思
い
出
し
た
感
覚
が
あ
る
と

同
時
に
、
日
々
海
外
の
方
と

接
し
、
ま
る
で
国
内
留
学
。

貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
島
の
人
達
や
Ⅰ
タ
ー
ン

の
方
々
と
友
人
は
で
き
ま
し

た
か
。

山　
当
初
は
知
り
合
い
も
お

ら
ず
心
細
か
っ
た
で
す
が
、

今
は
ご
近
所
の
方
や
、
直
島

塾
を
通
し
て
島
で
働
く
方
々

と
の
交
流
が
増
え
ま
し
た
。

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
「
ア
ト
リ
エ　
ミ
ッ
タ
」

の
由
来
は
。

山　
心
が
満
た
さ
れ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
思
い
つ
い
た

言
葉
で
す
。調
べ
る
と
平
和
、

人
生
を
善
く
す
る
友
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　
お
店
の
雑
貨
は
ご
自
分

で
作
ら
れ
た
の
で
す
か
。

山　
自
分
で
作
っ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
着
物
を
リ

メ
イ
ク
し
た
り
、
香
川
の
保

多
織
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

雑
貨
を
作
っ
て
い
ま
す
。

和柄の小物を製作中

アクセサリーもいろいろあります

Ｑ　
今
後
の
直
島
こ
う
し
た

ら
良
い
と
言
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

山　
私
も
そ
う
で
し
た
が
、

住
む
場
所
を
探
し
て
い
る
方

が
大
勢
い
る
と
感
じ
ま
す
。

水
周
り
は
共
有
し
、
何
人
か

で
暮
ら
せ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

が
増
え
る
こ
と
を
切
望
し
ま

す
。

Ｑ　
最
後
に
「
ア
ト
リ
エ　

ミ
ッ
タ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
。

山　

今
年
も
本
村
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
に
出
店
予
定
で
す
。

雑
貨
制
作
の
ほ
か
、色
彩
心
理

を
学
び
、色
ぬ
り
心
理
判
断
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
山
西
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

直
島
観
光
発
展
の
た
め
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

まるで国内留学

U・Ⅰターン者に聞く第30回

山西　利
り

恵
え

さん


